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沖縄県内高等学校で求められるスクールカウンセラーの役割
－AbrahamLincolnHighSchooIにおける実践との比較を通して－
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本村真

ＭａｋｏｔｏＭｏｔｏｍｕｒａ

1999年１月、筆者はAbrahamLincolnHighSchool（以下Lincoln高校

と表記）を訪れ、スクールカウンセラーであるMaSylviaTorresから直

接話を聞く機会を得、そこで行われているスクールカウンセラーを中心とし

た生徒への援助活動に関して情報を収集することができた。本論では、まず、

学校生活で生じる様々な生徒の問題に対してLincoln高校で行われている援

助活動を述べ、次にLincoln高校と沖縄県内高等学校の置かれている状況を

比較し、今後生徒への援助活動を更に活発にしていく上で、沖縄県内高等学

校に派遣されるスクールカウンセラーには、これまで用いられていなかった

資源を発掘し活用するという役割が求められるのでは、という点に関して述

べていきたいと思う。

1．Lincoln高校における生徒への援助活動

（１）Lincoln高校の概略

Lincoln高校は米国カリフォルニア州サンタクララ郡のサンノゼ市(,)にあ

る、創立56年（1999年時点）の公立高校である。サンノゼはコンピューター

関連の企業が集まる「シリコンバレー」として有名な都市である。この地区

－３１－



琉球大学法文学部紀要人間科学第６号2000年９月

の公立高校の日本の制度と異なる点は、入学試験がないということと、学年

が１年から４年までの４学年あるということである（通常の卒業年齢は18歳

で日本と同じ）。サンノゼ地区には６つの公立高校があり、それぞれが担当

する地区をもち、基本的にはそこの住民で入学を希望するものはすべて受け

入れる。定員は４学年で1700人ということで、1998年度の在籍数は1334名で

ある。また、サンノゼ地区の高校では「マグネット方式」を採用している。

これは、それぞれの学校に特に力を入れている分野を設け、それに興味があ

る生徒が居住地区を越えて、その学校に集まってくるという制度である。例

えばLincoln高校の場合、芸術分野に力を入れており、音楽コンクール等で

の成績もよいので、他の地区に住んでいる学生であっても合唱等音楽活動に

興味がある生徒はLincoln高校に入学してくるといったこともみられる。ま

た、視覚芸術にも力を入れており、コンピュータアートやイラストレーショ

ンのための設備も整えられている。

先述したこの地区の高等学校には入学のための試験がないということも理

由となり、Lincoln高校には様々なニーズを持った生徒が入学し、生徒達の

それらニーズに応えるために特別な教育プログラムが実施されている。例え

ば、学習困難（LearningDisorder）や注意欠陥障害（AttentionDeficit

DiSorder）等の(2)情緒障害をもつ生徒に対しては、１５人の生徒に対して１

人の教師と１人の補助をもって教育を行い、さらに重度な障害を持つ場合に

は４人の生徒に１人の教師で対応する場合もある（通常のクラスにおいては

生徒32人に対して１人の教師）。このような制度のもと、普通クラスの生徒

以外に、半日を特別クラス、半日を普通クラスで過ごす生徒や、全ての時間

を特別クラスで過ごす生徒がいる。

次にLincoln高校の生徒の人種による内訳をみていきたい。1997年の６月

時点で４学年1500人のうち、白人38.5％（578人）、ヒスパニック47.7％

(715人）、アジア系7.4％（111人）、その他6.4％（96人）と、白人よりも

ヒスパニック(3)の割合が高くなっている。このヒスパニヅクの生徒の家族
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(よ移民家族の場合も多く、貧困線上あるいはそれ以下の経済状態にある生徒

も少なくない。1997年６月時点で、ＡＦＤＣ（AidtoFamiliesofDependent

Children）等(`)の公的扶助の給付を受けている生徒は、白人53人（白人の

生徒に占める割合9.1％）、ヒスパニック350人（同49.0％）、アジア系22人

(同19.8％）、その他22人（同22.9％）となっている。

又、ヒスパニックの生徒の場合メキシコ等、母国語が英語ではなくスペイ

ン語の国からの移民が多く、英語力の問題も生じる。ＬＥＰ（LimitedEnglish

Proficiency）つまり英語力に問題があるとして特別英語クラスに登録して

いる生徒は全体で297人いるが、その内の244人（82.2％）はヒスパニックの

生徒であり、又、全ヒスパニック生徒に占めるＬＥＰの割合は34.1％と３人

に１人が英語力に問題があるという状況である。

次にLincoln高校の中途退学問題について述べたい。日本と同様Lincoln

高校でも高校４年間を終業できずに途中で退学していく生徒への援助は大き

な課題の一つということであった。スクールカウンセラーMsTorresのポ

ジションは、州からの補助金でまかなわれているが、その補助金の目的は、

退学の可能性のある生徒に対するアウトリーチサーピスを提供するというこ

とである。退学の主な理由としては経済的理由（貧困）や家出があり、家出

の多くは女子生徒の場合で、虐待から逃れるためであったり、あるいはボー

イフレンドと生活を共にするためであったりする。又、家庭が貧困状態にあ

る場合、学校で良い成績をあげるよりは仕事をして家族に貢献する方が簡単

なため、そちらを選択する生徒も多いのであろうとのことであった。高校を

辞めた後は仕事に就くことが多いが、移民してきた生徒の場合、多くは仕事

をする事を認められていないので非合法に働くことになる。又、実際は高校

を辞める前から働いている場合もあり、それも非合法の場合を含んでいる。

そのような仕事の多くが朝の４時までといった深夜の仕事で、遅刻せずに通

学するためには朝７時に起きなければならず、それは生徒にとってはとても

困難で、学校を辞めることになる大きな要因となる。
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以上のような理由により中途退学していく生徒は多くいるが、その正確な

数を把握するのは難しいとのことであった(5)。その理由としては、生徒が

｢辞める」と言った場合のみが「中途退学」と数えられ、生徒が他の地区へ

転居すると言った場合などは、その後の状況を引き続き調べたりはしないの

で、本当に他の学校へ転校したのかどうかはわからない、といったことがあ

げられる。メキシコから移民してきた生徒が「メキシコに帰る」と言って学

校に来なくなり、他の生徒の話等からメキシコに帰らずにこの近くで仕事を

している事がわかったという事例もあった。このような場合でも統計上は

｢中途退学」に数えられないことになる。以上のようなことにより、中途退

学をした生徒の正確な数はわからないが、転校や「中途退学」も含め様々な

理由でLincoln高校を去った生徒の数字は、1996年度（1997年５月31日時点）

は全体で209人、白人60人（28.7％）、ヒスパニック129人（61.7％）、アジ

ア系８人（3.8％）、その他12人（5.8％）となっている。また、これをそれ

ぞれの人種の生徒数全体に占める割合でみると、全体では13.9％、白人10.4

％、ヒスパニック18.0％、アジア系7.2％、その他12.5％となり、ヒスパニッ

クの生徒の割合が最も高くなっている。

最後に停学と強制退学について述べたい。Lincoln高校はサンノゼ地区の

６つの学校の中で最も停学者が少なく、生徒への調査によると、ほとんどの

生徒が学校生活に対して安心感を持っているということである。停学処分を

受けた生徒の数は、９５年度74名、９６年度66名、９７年度47名であり、停学処分

を３回受けることによる強制退学処分を受けた生徒の数は、９５年度４名、９６

年度７名、９７年度３名である。停学者の多くは生徒同士の暴力によるもので

あるが、停学者数が全体的に減っている中で薬物中毒による停学者は1997年

度において４％増加している。

(2)スクールカウンセラーの役割

次に、MsTorresを初めとするスクールカウンセラー(6)の役割について
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述べたい。先述したように、MsTorresのポジションは州からの補助金で

まかなわれており、その補助金の目的は退学の可能性のある生徒に対するア

ウトリーチサーピスを提供することである。このアウトリーチサーピスとは、

無断欠席が３日以上になった生徒やその他何らかの援助が必要とみなされる

生徒に対して、カウンセラーの方から積極的にかかわりをもって状況を把握

し、生徒が危機的状況にある場合にはその危機を乗り越えられるような短期

的介入を行うサービスのことである。そして、この初期介入の後に、生徒が

定期的で継続的なカウンセリングを望むならば、他の資格をもったカウンセ

ラーあるいはセラピストの下へ照会することもスクールカウンセラーの役割

に含まれてくる。スクールカウンセラーのコーディネーターとしての役割で

ある(7)。Lincoln高校でも、過去２年にわたって毎週１回、カリフォルニ

ア州の資格をもった認定臨床ソーシャルワーカー（LicensedClinicalSocial

Worker,ＬＣＳＷ）が学校を訪れ、身体的・性的虐待によるトラウマを持つ

生徒等と定期的に面接をおこなっている。加えて、生徒の状況によってはグ

ループ活動へ照会したり、ホームワークセンターを紹介したりするのもスクー

ルカウンセラーの役割である。このように、生徒への援助の初期段階でかか

わりをもち、他の専門家やサポート活動への橋渡し的な役割をとるのがMs

Torresのスクールカウンセラーとしての－つの重要な役割である。また、

橋渡しをする上でも、あるいはその後の連絡調整をする上でも、サポートを

提供する者同士の連携が重要となるが、Lincoln高校ではＭｓ、Torresらス

クールカウンセラーを中心として全生徒への支援プログラムチーム（AU

StudentAssistanceProgramCoreＴｅａｍ）を組み、毎週水曜日にミーティ

ングを開き、危機状況にあると理解されている生徒について話し合い、通常

とは異なる特別な教育の機会の提供を勧めるかどうかを決定する。

スクールカウンセラーとして学習障害やＡＤＤ等の症状に関する説明、あ

るいは、どうすればそのような生徒を援助することができるのか等の専門的

な知識を、教師に提供することもある。先に述べたように、Lincoln高校に

－３５－



琉球大学法文学部紀要人間科学第６号2000年９月

Iま様々なニーズを持った生徒が入学してくる。教師はそのような生徒の症状

や援助方法に関する専門的な教育を受けていない場合がほとんどなので、ス

クールカウンセラーがそれらに関する情報提供を行い教師をサポートしてい

く。

コミュニティの社会資源をうまく活用し、生徒に対するサービスを向上さ

せていくという役割も、スクールカウンセラーの役割の一つとして非常に重

要である。

Ｍｓ・Torresにソーシャルワーカーとスクールカウンセラーの相違点につ

いて質問したところ以下のような答えが返ってきた。「大学におけるソーシャ

ルワーク教育においてはセラピーに焦点を当てているのに対して、カウンセ

リング教育においては、よりコミュニティにおける活動やコミュニティを巻

き込んだ活動、そして社会資源の活用方法に焦点が置かれている。社会資源

の活用は重要な項目である。何故なら、学校それ自体は生徒の情緒的な問題

に対するサービスを提供するための予算をもっておらず、地域の社会資源を

用いてサービスを拡大していかなければならないからである。もし学校外か

ら予算をとることができなくなれば、この私のポジションもすぐになくなる。

現在約47,000ドル（１ドル120円換算で564万円）の資金が学校外の社会資源

から提供され、これにより、私のポジションと他１人の非常勤のスクールカ

ウンセラーの給料を払うことができる。このような基金をうまく活用するこ

とができれば、効果的なサービスをより多く提供できるようになる。だから、

うまく申請書を書き、いろいろな基金を活用できるようにする能力もスクー

ルカウンセラーにとっては大切となる。」

ここで、実際にLincoln高校がどのような外部（管轄の教育委員会以外）

からの資金提供を受けているかをみてみると、このＭｓ,Torresの述べてい

ることがより明らかになってくる。Lincoln高校の1997年度における外部か

らの財政的支援は以下のようになっている。

MsTorresのポジションである動機づけとその維持に関する資金
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(MotivationandMaintenance）＄46,867（１ドル120円換算で約560万円)、

10学年生徒への相談援助のための資金（10th・GradeAdviSing）＄18,792

(同約230万円）、英語力不足の生徒への支援のための資金（LEPFunds）

＄45,213（同約540万円）、特別教育に関する資金（Title7）＄3,786.97

(同約45万円）、サンタクララ郡、薬物・アルコールカウンセリング基金

(SantaCIaraCo､Ｄｒｕｇ＆A1coholCounseling）＄20,000（同240万円）、

保健衛生コーディネーター設置のための基金（HealthResourceCoordinator）

＄20,000（同240万円）。合計６件、＄154,658.97(同約1,860万円）となる。

これは、それぞれの高校で独自に基金に申請をし、どのサービスを活用す

るのかを決定していくということであり、高校毎に生徒へ対するサービスの

内容や質に差が出てくることを意味する。実際に、サンノゼ地区にはスクー

ルカウンセラーが配置されていない高校もある一方で、Lincoln高校はこの

地区で唯一、スクールカウンセラーが週５日間配置されている高校である。

このような制度のもとでは、スクールカウンセラーが地域の様々な基金に関

する情報を収集し、その中で自分の学校に適する資金を選択、申請し、資金

を得る、そしてそのことで新たな生徒に対するサービスを展開していくとい

う一連の活動が、スクールカウンセラーの役割として非常に重要なものとな

る。

最後にスクールカウンセラーとして生徒と関わる上で困難な点についてで

あるが、以下の２点があげられた。まず一つは、「カウンセリングルームは

何か問題のある生徒が行く部屋」という認識が生徒の中にあり、多くの生徒

はこの部屋を訪れ、カウンセラーと話をしようとは思わないということ。も

う一つは、高校生になるとほとんどの生徒は、自分が「虐待を受けている」

とカウンセラーに話すと、カウンセラーは児童虐待の援助機関に必ず報告し、

そのことがもとで家族がバラバラになったりする可能性がある(8)と知って

いるので、児童虐待という深刻な問題をカウンセラーに話さないということ。

これらにどのように対処していくのか、個々のカウンセラーの課題となる。
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,（３）スクールカウンセラー以外の援助者による生徒へのサポート活動

前節においてスクールカウンセラーの役割の一つとして、他の専門家やサ

ポート活動への橋渡し的なコーディネーターとしての役割をあげたが、ここ

ではそのスクールカウンセラーが橋渡しをする相手である他の専門家やボラ

ンティア等によるサポート活動としてどのようなものが活用されているのか

をみていきたい。

まず、生徒を心理的にサポートするためのグループワーク活動についてみ

てみたい。

Lincoln高校では毎週あるいは隔週で、10-15名程度の生徒が集まり、あ

る特定の話題に関して話し合いを行っている。様々なグループがあるが、そ

の１つは女生徒のみのグループで、元々はデート中のレイプ被害に対するサ

ポートグループであったが、現在はテーマも広げられて10代の異性との交際

方法、デートの仕方、女の子に対する親の関わり方の共通点や相違点等につ

いて話し合われ、1997年度で45名が登録している。同じような男子生徒のグ

ループもあり、それには23名が登録している。家族に関して問題をもった生

徒のグループもあり、多くは親の問題について、例えば親の薬物やアルコー

ル依存の問題、離婚、単身家庭の問題等が話し合われる。又、人気のグルー

プ活動の一つは「抑うつ」に関するもので、１５名参加のグループが２グルー

プ行われている。これらのグループ活動への参加は任意で、ミーティングは

放課後ではなく講義時間中に行われるている。これ以外に、任意ではなく参

加が義務づけられる場合もあるグループとしては、保健衛生コーディネーター

によって行われる薬物に関するグループがある。

次に、生徒への継続的な個人面接がどのように提供されているかに関して

みてみたい。

先述したように、日本ではスクールカウンセラーの役割として含まれてい

る生徒へ対する継続的な個人面接は、Lincoln高校では他の専門家の役割と

なり、スクールカウンセラーはその専門家への橋渡しが主な役割となる。そ
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の個人面接を行う専門家としては、保健衛生コーディネーター、ドラッグア

ンドアルコホリック・カウンセラー（1996年度に60名を担当）といった、前

節において述べた外部基金からの資金の提供により学校に配置されている相

談員がまずあげられる。それ以外にも、ガードナー地域医療センター

(GardnerHealthCenter、1996年度18名を担当）やアルマロック・カウン

セリングセンター（A1umRockCounselingCenter、1997年度毎週20名を

担当）等、地域の相談センターの相談員、サンノゼ州立大学のソーシャルワー

ク学科の大学院生インターン（1999年１月時点で８名を担当）が生徒に対す

る個人面接を担当している。

次に、生徒の中途退学を予防する取り組みについてである。

授業に遅れをとってしまった多くの生徒は、その遅れゆえに余計に学校へ

来る気がしなくなるのだ、という理解をもとに、Lincoln高校では第９学年

生（高校１年生）への早期の援助計画を行い、遅れのみられる生徒を早めに

把握することで、彼／彼女達が継続して学校へ通学できるための適切なサー

ビスを提供するための機会を得ようとしている。そのために、何かサポート

の必要が生じた場合すぐに家族と連絡をとる事を主務とする専任教員と、生

徒の出席管理を行う事務部署との協力の下、３日間以上の無断欠席の生徒を

直ちに把握するようにしている。そこで把握された生徒には10日間の放課後

プログラムが課され、欠席した間の授業の遅れを取り戻す機会が与えられる。

それに加えて、ホームワークセンターの援助が提供される場合もある。ホー

ムワークセンターとは生徒の学習の遅れに対するボランティアによるサポー

ト活動である。これは、サンノゼ州立大学やサンタクララ大学の大学生が、

放課後にボランティア活動として数学や自然科学、英語等を教えるものであ

る。又、成績が良い生徒が学習の遅れている生徒にボランティアで教える事

もある。しかし実際問題としては、学習の遅れている生徒で放課後は働かな

ければならない生徒の場合、授業終了後すぐに学校を離れてしまい、このよ

うなサービスを活用することができないという問題もみられる。
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それ以外に、生徒が通学に積極的に励めるためのプログラムもあり、それ

は以下のようなものである。

まず、その月に全ての授業に完全に出席した生徒を表彰するというプログ

ラムである。その事は親へ手紙で知らせられ、生徒に対して特典として、学

校のカフェテリアにおける無料の昼食や学校の売店での割引等を与えてい

る(,)。1996年度における完全出席の生徒は全生徒の20％であったものが、

1997年度は約25％へ上昇した。また、少なくとも毎月一人以上、出席率が良

かった生徒あるいは出席率が向上した生徒を、「今月の生徒」として表彰す

るというプログラムもある（1996年度には80名の生徒が表彰された）。この

ように、生徒の努力や向上を具体的な報奨を伴って表彰しているのである。

最後に妊娠した女生徒に対するサポート活動についてである。

Ｍｓ・Torresに女生徒の妊娠は大きな問題なのではないかと質問すると、

妊娠だけならば卒業するためにほとんど問題はないという答えが返ってきた。

それは、学校を続ける上での選択肢がいくつかあるからであった。その選択

肢とは以下の３つである。

①出産後も通常どおりLincoln高校に通い続ける。子どもの託児所への送

り迎えに都合が良いように、登校時間を遅くしたり、帰宅時間を早くしたり

するなど時間割に配慮したりする形で、可能な限り学校は協力する。

②週に１度だけ登校し、１人の教師に指導を受ける。それ以外の日は、自

宅において赤ん坊の世話をしながら課された宿題をこなし、それを登校した

ときに提出し、わからない所を教えてもらう。

③この地区に１校、若い母親のためのプログラムを提供している学校があ

りそこに転校する。そこには校内に託児施設があるので、そこへ子どもを預

け、授業をその学校で受け、授業が終わったら子どもをひきとり帰宅する。

MsTorresに対して「妊娠により退学する生徒はいないのか？」と質問

したところ、「私がこの学校で働いた２年半で面接した生徒に限って言えば、

妊娠した女生徒の100％が学校を卒業するか少なくとも４年間在学し、ある
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いは現在も在学し続けている。」という答えであり、そのような妊娠をしな

がらも在学し続けた生徒が今まで約10～15名程いたということである(,⑪。

以上みてきたように、様々な専門家が生徒へのサポート活動に関わってお

り、先述したように毎週水曜日にはMaTorres等スクールカウンセラーを

中心にした全生徒への支援プログラムチームでミーティングを開き、情報交

換を行い、サービスが重なっていないかどうか等を確認する。ただ、秘密保

持の制約があって情報の開示が難しい面もあり、面接の細かい点については

情報を提供することはせず、どの生徒と会っているかということをお互い知

らせる程度になるということである。

2．LincoIn高校と沖縄県内高等学校の共通課題

Lincoln高校は、沖縄県内高等学校が直面している課題と共通する課題を

もち、その課題に対してスクールカウンセラーが中心となって様々な対策を

講じている。本章では、その共通する課題は何であるのかを明らかにし、次

章でLincoln高校がその課題に対して講じている対策のうち、沖縄県内の高

等学校でも今後導入が有効であろうと考えられる点について述べていきたい

と思う。

まず、生徒に対する相談援助活動のサービス内容における共通課題である

が、どちらも学校独自で提供し得る援助サービスのみでは生徒の様々なニー

ズに対応する上で不充分であるという点が共通している。Lincoln高校では、

コミュニティの社会資源をうまく活用し、生徒に対するサービスを向上させ

ていくということもスクールカウンセラーの重要な役割の一つであった。実

際に、1997年度において、合計６件、＄154,658.97（１ドル120円換算で約

1,860万円）の資金が外部の機関から提供され、その資金によって相談員が

配置されているし、それ以外にもガードナー地域医療センターやサンノゼ州

立大学等の地域の医療機関や教育機関も社会資源として活用されている。学
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校独自で提供しうる援助サービスの不充分さをこのような形で補っているの

である。

沖縄県内の高等学校でも、学校独自で提供し得る援助サービスは限られて

いる。心理面での生徒のニーズに対応するために、従来より養謹教諭を中心

に対応していたが、生徒の身体面でのニーズに対応する職務との兼務である

こと、またその養成課程においてカウンセリング技能等の訓練が十分ではな

いという点から生徒のニーズに十分に応えられない場合も多く、生徒相談係

や中途退学対策係の教諭が配置されていても、教科教授との兼務であること

やカウンセリング技能等の不足により、やはり生徒のニーズに十分に応えら

れない場合も少なくない。そのような中、1995年度より「スクールカウンセ

ラー活用調査研究委託事業」として、学校外部より「心の専門家」であるカ

ウンセラーを招膳することになったのであるが、現在の文部省の基準では、

週に８時間程度の勤務時間しかなく、時間的制約や生徒のもつニーズがカウ

ンセリング技法のみで満たされるものでない場合も多いことから、スクール

カウンセラーを含めた学校内の援助者による活動のみでは限界がみられるの

ではないであろうか。特に空き定員のある高等学校では、そのような不充分

さが現れる可能性が高いと考えられる。沖縄県内では、2000年度の高校入試

において、二次募集の後にも、２８校46学科359人分の空き定員が生じた(皿)。

Lincoln高校においては、入学のための試験がないこともあり様々なニーズ

をもつ生徒が入学しているが、このような空き定員のある県内高等学校にも、

同じように様々なニーズをもつ生徒が入学していると考えられ、そのような

生徒一人一人への対応を十分に行えるだけの援助サービスは提供できないこ

とが多いのではないか。

次に、援助活動が必要となる問題行動に関しての共通点についてみていく。

共通してみられる援助活動が必要となる問題行動として、第一番目に中途

退学の問題があげられる。Lincoln高校において中途退学が大きな問題であ

ることは既に述べたが、沖縄県においてもこの問題は深刻である。平成10年
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度中に全国の公・私立高等学校（全日制課程、定時制課程）を中途退学した

生徒数の状況は、合計111,372人（９年度111,491人）、中途退学者数が年度

当初の在籍者数に占める割合（中退率）は2.6％（９年度2.6％）であった。

それに対し沖縄県の中途退学者数は1,840人（平成９年度1,823人）、中退率

は33％（平成９年度3.2％）で全国で最も高い率となっている(12)。このよう

な事態に対し、沖縄県教育委員会では県立高等学校中途退学対策促進委員会

を設け、その解決に向けての取り組みをはじめている。その委員会のまとめ

た報告書によると、中途退学の背景にある社会や家庭の要因としては、離婚

率や失業率の高さ、県民所得が低い現状にあること、夜型社会や社会規範遵

守意識の希薄さ、地域社会における児童生徒への関心の薄さなどをあげてい

る(週)。ここで、失業率や県民所得などの経済的状況について中途退学との

関連が指摘されているが、Lincoln高校においても公的扶助を受けている割

合が最も高いヒスパニック系の生徒が、高校の課程を終業せずに途中で学校

を去る生徒全体の61.7％を占め、人種別のその割合も全体平均13.9％に対し

て、ヒスパニック系が18.0％と高くなっている点と共通する。

また報告書では、生徒が中途退学する直接の原因として、「勉強がわから

ない、できないことで毎日の学校生活が苦痛と劣等感でどうしようもなく高

校生活が面白くないと思っている」をあげているが(,４)、この点も、「授業

に遅れをとってしまった多くの生徒は、その遅れゆえに余計に学校へ来る気

がしなくなるのだ」というLincoln高校における理解と共通する点である。

第二番目に薬物中毒問題があげられる。Lincoln高校においては、停学者

数が全体的に減っている中で薬物中毒による停学者が増加し、参加が義務づ

けられる薬物に関するグループワーク活動も行われている。沖縄県内では

2000年３月、覚せい剤を使用した女子中学生が校内で保護、逮捕されるとい

う事件が生じた。薬物使用の低年齢化は全国的に進んでいるとされ、県内で

は、少年が絡んだ覚せい剤事犯で1995年以降これまでに、女子中学生二人、

女子高生一人、有職、無職の少年三人が検挙されている。全国に比べ、覚せ
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い剤事犯は「比較的少ない」とされてきた沖縄県であるが、今回の事件で教

育関係者は危機感を強めている(鰯)。他の問題でもそうであるが、特に薬物

中毒のように常習性が強く、－度その状態になると問題の解決が非常に困難

な問題の場合、事前の予防対策が必要不可欠である。

3．課題解決へ向けてのスクールカウンセラーの新しい役割

前章でみたように、Lincoln高校と沖縄県内の高等学校がおかれている状

況に共通してみられる課題がいくつかある。この章では、Lincoln高校がそ

の課題に対して講じている対策のうち、今後の沖縄県内の高等学校でも有効

であると考えられるものについて述べていきたい。

まず、学校独自で提供し得る援助サービスの不充分さという課題をどのよ

うな方向で解決していくかである。県内には後に述べるような、現状では対

応が不充分であり、新たな対応を考える必要のある問題があるが、独自で提

供し得るサービスが不充分であるという今の状況において、新しい援助サー

ビスをどのようにして提供し得るのであろうか。Lincoln高校でこの課題に

講じられている対策を参考にして、基本的な考え方を示したい。

Lincoln高校ではこの課題への対策としてまず、スクールカウンセラーを

中心にして、外部の社会資源を積極的に生徒への援助活動へと結び付けると

いうことを行っている。具体的には、外部からの資金提供を極得し、それに

よって得た資金により生徒への相談員を新たに雇い入れるという方法や、地

域の医療機関や教育機関が提供しうる専門的援助と生徒を結びつけるという

方法、そして、大学生を中心に地域のボランティアを活用する方法を用いて

いる。また、そういう外部の社会資源の活用以外に、生徒の持っている能力

を、お互いを支え会うために活かしていくという方法もとられている。これ

には、成績が良い生徒が学習の遅れている生徒にボランティアで教えるとい

う方法や、グループワーク活動の中で、ビアカウンセリングの効果を用いる
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という方法が用いられている。

これらの方法の中で、今後の沖縄県内の高等学校でも、新たに取り入れる

ことが可能であると思えるものは、まずスクールカウンセラーが中心となっ

ての外部の社会資源の活用、特に学校外のボランティアの活用であろう。外

部からの資金提供の獲得という方法は、米国と日本の教育上の財政システム

の違いや、そういった資金を提供する公的・私的基金の絶対的不足により、

沖縄県においては現実的ではないと考えられる。地域の医療機関や教育機関

が提供し得る専門的援助と生徒を結びつけるという方法は、現時点の沖縄県

内高等学校においてもすでに活用がみられ、特に精神科疾患が疑われる生徒

への対応を中心に、養護教諭やスクールカウンセラーが地域の医療機関との

連携をはかっている。

また、生徒の持っている能力を活かしていくという方法、特にビアカウン

セリング“)の充実が今後取り入れていけるであろう。これまで沖縄県内の

高等学校においてスクールカウンセラーが生徒への直接援助を行う場合には、

生徒本人や家族との個人面接が中心に行われてきている。生徒同士のグルー

プで行われるビアカウンセリングには、カウンセラー不足などの資源不足を

補うという側面のみでなく、お互いでサポートしあう体験を通して、「自分

達で問題を解決できるのだ」という自信が得られる等の成長促進的な側面も

あるし、週の中で限定された時間のみの接触であるカウンセラーとの関係の

みでなく、日常的に接触のある生徒同士の関係をも問題解決のために活かし

ていけるなど、今後この方法を導入することでの効果は大きいと考える。

以上のことをまとめると、スクールカウンセラーによる新たに活用できる

資源の発掘により、提供できるサービスの不充分さを補っていくという方法

によって、新しいサービスを増やしていくということである。

以下で、中途退学の問題や薬物依存の問題に関して、Lincoln高校での援

助活動を参考にしながら、今述べた学校外のボランティアの活用や、グルー

プでのピァカウンセリングの導入という基本的な考え方を、どう実践に移し
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